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講座名　　パーソナリティ障害の臨床

	お勧め文
	子が親を殺害し、親が子を殺めるといった凄惨な事件が相次いでいる。こうした事件の裾野は広く、人格（パーソナリティ）障害なる言葉が社会を闊歩する時代となった。それはただ単に地域社会での話題に終わることではない。精神科だけではなしに企業においても、学校においてもパーソナリティ障害を見る目が必要になっている。対岸の火ではなくなった。過食、自傷・自殺する若い女性、フリーター、ニートを含めた社会的ひきこもりに加えてうつ病で治療中にひきこもってしまう人、何かとトラブルを惹き起こす人が、企業での人事や総務を巻き込み、精神科臨床のスタッフを巻き込んでは混乱を起こしている。こうした事態に対して、これまでとは違ったパーソナリティ障害論が必要になったかにみえる。精神科関係者だけではなしに、企業、学校、地域社会のメンタルヘルス関係者の参加を期待している。
（牛島　定信　三田精神療法研究所所長）

※　事例を扱う関係から、守秘義務を守れる方に限定します。

	開催日・定員・受講料
	火曜日／定員45名／受講料　10,000円

	講師・内容

各回の開催日

タイトル

講師名・肩書

主な著書

　　　　の順
	第１回2010年6月8日（火）もう一つのパーソナリティ障害論

牛島　定信：三田精神療法研究所所長
　　　　　　主な著書

「境界性パーソナリティ障害治療ガイド日本版」金剛出版
「人格の病理と精神療法」金剛出版

　　　　　　「思春期の対象関係論」金剛出版
第2回2010年6月15日（火）境界性パーソナリティ障害の臨床

平島　奈津子：昭和大学医学部精神医学教室准教授

主な著書
「境界性パーソナリティ障害治療ガイド日本版」（共著）金剛出版
「知っておきたい精神医学の基礎知識～サイコロジスト、コ・メディカルのために」（共編）誠信書房

「こころの医学事典」（共著）講談社
第3回2010年6月22日（火）自己愛性パーソナリティ障害の臨床

狩野　力八郎：東京国際大学臨床心理学研究科教授
　　　　　　主な著書

　　　　　　「重症人格障害の臨床研究」金剛出版

　　　　　　「方法としての治療構造論」金剛出版
　　　　　　「自己愛パーソナリティ障害のことがよくわかる本」（監）講談社

第4回2010年6月29日（火）ひきこもり（回避性パーソナリティ障害）の臨床

齋藤　環：医療法人爽風会　佐々木病院　診療部長

主な著書
「社会的ひきこもり」ＰＨＰ出版
「ひきこもり救出マニュアル」ＰＨＰ出版

「ひきこもり文化論」紀伊国屋書店

第5回2010年7月6日（火）大うつ病とパーソナリティ障害の臨床

牛島　定信：前掲　　
　　　　　　


